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1 ．本研究の背景と目的
日本学術会議は，2008年 5月に文部科学省
高等教育局長より「大学教育における分野別
保障の在り方に関する審議について」と題す
る依頼を受けたことに端を発して，同年 6月
には「大学の分野別質保障のあり方検討分科
会」という課題別委員会を設置し審議を重ね，
2010年には「大学教育の分野別質保障の在り
方について」という回答を取りまとめた。こ
の回答では，分野別教育課程編成上の参照基
準を策定することが提案されている。社会福
祉学分野においても，日本学術会議社会学委
員会社会福祉学分野の参照基準検討分科会と
して2013年 7月より発足し，参照基準の意義
と検討課題等について議論がなされ，2015年
6月19日には「報告�大学教育の分野別保障の
ための教育課程編成上の参照基準�社会福祉
学分野」（以下，報告書）が公表されている。
報告書では，現代における社会福祉学教育

の変化について指摘している。従来の社会福
祉学は，社会福祉専門職を養成するために必
要な知識・倫理・技術を研究，教育してきた。
しかし，現代においては，専門職教育を志向
しない，もしくは社会福祉士や精神保健福祉

士等の国家資格を受験しない学生も存在して
いる中で，社会福祉学を学ぶ学生の進路が多
様化していることを示している（日本学術会
議2015）。さらに，報告書では，「少子高齢化
やグローバリゼーションが進み，格差，貧困，
社会的孤立などの社会問題が拡大する中で，
人々が生活の質を確保しながら住み慣れた地
域で暮らすことのできる共生社会の実現が公
共的課題になっている」（日本学術会議2015：
11）と問題提起したうえで，「共生社会の構築
は，当然のことながら社会福祉専門職のみに
よって担われるのではなく，多様な組織や人々
の理解と参加を不可欠とする。こうした観点
からも，社会福祉学を学び，福祉マインドを
もった市民の育成が大いに期待される」（日本
学術会議2015：11）と述べ，社会福祉学教育
における市民性の涵養とともに，その発展を
促す人材の育成について言及している。
従来，社会福祉学教育における市民性の涵
養やその発展を促す人材の育成については，
「福祉教育」の実践がその一端を担ってきたと
いえる。福祉教育研究の第一人者である大橋
謙策（1999：104）によれば，福祉教育とは「憲
法第13条，25条等で規定された基本的人権を
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前提にして成り立つ平和と民主主義社会をつ
くりあげるために，歴史的にも，社会的にも
疎外されてきた社会福祉問題を素材して学習
することであり，それらとの切り結びをとお
して社会福祉制度・活動への関心と理解をす
すめ，自らの人間形成をはかりつつ，社会福
祉サービスを受給している人々を社会から，
地域から疎外することなく，共に手をたずさ
えて豊かにいきていく力，社会福祉問題を解
決する実践力を身につけることを目的に行わ
れる意図的な活動である」と定義している。
また，原田正樹（2014）によれば，福祉教育
は，①学校を中心とした領域（学校福祉教育），
②地域を基盤とした領域（地域福祉教育），
③社会福祉の専門教育の領域（社会福祉専門
教育）という3つの領域に整理できるという。
なお，原田も編集委員として参加した全国社
会福祉協議会・全国ボランティア活動振興セ
ンター編（2003）「福祉教育実践ハンドブック」
では，図表 1において，3つの領域がそれぞ
れ重なり合う部分（a�,�b�,�c）があるが，特に
aの部分は，主に学校と社会福祉専門教育が
重なり合うところであり，その典型例として，

2003年度より高校に新設された教科「福祉」
が挙げられている。
この教科「福祉」の創設に伴い，2001年度
からは福祉系大学を中心として，高等学校一
種免許状「福祉」の習得可能な教員養成課程
が次々と開始された。通学課程では2015年 4
月現在で，125大学（大学院における専修免
許の通学課程，学部・大学院における通信課
程を除く）が認定を受けている（文部科学省
2015）。教科「福祉」における教育課程を社
会福祉学教育の中で位置づけるということは，
報告書でいう学生の進路の多様化にも結びつ
くところであり，福祉教育との関係も踏まえ
れば，市民性の涵養やその発展を促す人材の
育成において一定の役割を果たしてきたと言
えなくもない。
一方で，現行の高校福祉科では，介護福祉
士や訪問介護員（ホームヘルパー）等の専門
的知識や技術を有する人材育成を目的として
いる学校が多く存在し，介護技術等の実技指
導ができる教員の養成を大学に求めている側
面もある。そのような中，加藤聖子（2010：
27）は，「教科『福祉』免許を付与するに値
する教育内容，特に社会福祉及び介護に関す
る実技，実習を重視した内容が十分に盛り込
まれていないこと，高等学校側が望む福祉9
科目全てを教えられる教員と，大学での教員
養成との間にギャップがある」と，大学にお
ける教科「福祉」の教員養成の問題点を指摘
している。
　 4年制大学における社会福祉学教育は，主
に社会福祉士養成課程を中心軸にして展開さ
れてきたのは周知の事実である。また，2007
年の「社会福祉士及び介護福祉士法の一部を
改正する法律」の影響により，社会福祉士養
成に関する指定科目の増加とともに，「相談
援助」の社会福祉専門職（ソーシャルワー
カー）養成というカラーがより鮮明となっ

出所：全国社会福祉協議会・全国ボランティア活
動振興センター（2003），p27

図表１　福祉教育の領域
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てきている。同時に，この法改正を受けて，
2008年 1 月中央社会福祉審議会答申により，
教科「福祉」の科目の増設を含めて再検討・
再構成が図られ，2009年 3 月には新学習指導
要綱が告示された。新学習指導要綱で提示さ
れた新科目は，市民性の涵養やその発展を促
すような福祉教育の視点は薄れ，より「介
護」を意識した専門教育（ケアワーカー養成）
の視点にシフトした構成となっている。つま
り， 4年制大学における社会福祉学教育（主
に通学課程を想定）では，ソーシャルワー
カー養成志向のカリキュラムを中心に進めら
れている環境下にもかかわらず，ケアワーク
の実技指導等の専門スキルが求められる教科
「福祉」の教員（高校福祉科教員）養成を行っ
ているという，不一致な構造にあるといっ
ても過言ではない。近年では，日本学術会
議（2008）「近未来の社会福祉教育の在り方
について−ソーシャルワーク専門職資格の再
編成に向けて−」や，社会福祉教育学校連盟
（2011）「社会福祉学を基礎とするソーシャル
ワーク教育のコア・カリキュラム」などによ
り社会福祉学教育に関する提案がなされてい
るが，主軸はあくまでソーシャルワーク教育
であって，必ずしも，社会福祉学教育と高校
福祉科教員養成との関連性や現状，課題に迫
るものになっているとは言い難い。
そこで本稿では，社会福祉学教育の現状を
概観し，高校福祉科教育と大学における高校
福祉科教員養成の概要および問題点について
整理する。そして，試験的見解ではあるが，
これからの社会福祉学教育における高校福祉
科教員養成の課題について述べる。

2 ．社会福祉学教育の現状をどう捉えるか
（ 1 ）社会福祉学の構造
先述した日本学術会議（2015）の報告書で
は，社会福祉学が対象としてきた「社会福祉」

とは，「社会福祉政策」と「社会福祉実践」
によって構成される総体であるとしている。
杉野昭博（2011）も，「これまでの社会福祉
学では，『社会福祉』を『制度・政策』と『援
助実践』に分割して，どちらかといえば，そ
れぞれ互いに独立して研究を発展させてきた
といえる」（杉野2011： 7 ）と述べ，戦後日
本における社会福祉学の基本的な学問体系
が，「制度・政策論」研究と「援助論」研究
という両輪において構築されていったと整理
している。
また，杉野（2011： 3 ）は，現行の社会福
祉学が「どちらかといえば他の学問分野とも
競合しやすい『制度・政策』研究よりも，『援
助実践』研究に社会福祉学の固有性を見いだ
す傾向」が強まっていったことを言及したう
えで，こうした傾向は，「社会福祉学研究全
般のなかでも援助実践研究をとくに『ソー
シャルワーク研究』と呼んでその他の研究と
区別したり，社会福祉士養成課程のカリキュ
ラムにおいて『援助技術論』や『相談援助』
という科目群が設けられている点に表れてい
る」（杉野2011： 3 ）と指摘している。

（ 2 ）ソーシャルワークの細分化と社会福祉
実践の多様性
杉野の指摘を踏まえれば，「制度・政策論」
という他分野でも研究アプローチが可能な領
域ではなく，「援助論」もしくは「援助実践」，
つまり「ソーシャルワーク」という観点から，
社会福祉学の固有性や意義を見出そうとした
といえる。たしかに，他のヒューマンサービ
スに関わる領域との比較で考えれば当然の帰
結なのかもしれない。例えば，医学であれば
医者，看護学であれば看護師，教育学であれ
ば教師の実践という意味では，その範囲や内
容は明確で分かりやすく，イメージもしやす
い。
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しかし，ソーシャルワーカーが一つの職業
として認識されている欧米とは違い，日本で
は「社会福祉士」という国家資格があったと
しても，職業としては発展途上であり，医師
や看護師のように（その職業イメージ・領域
も含めて）確立しているとはいい難い。例え
ば，精神科病院のソーシャルワーカーでは
「精神保健福祉士」という別の国家資格が求
められるし，日本社会福祉士会ではスクール
（学校）ソーシャルワーク養成課程認定事業
（スクールソーシャルワーカーの養成）を実
施している。病院で働くソーシャルワーカー
は「医療ソーシャルワーカー」と呼称される
し，地域を基盤としたソーシャルワーカー
は通称「コミュニティソーシャルワーカー」
1）とも呼ばれだした。なお，最近では「保
育ソーシャルワーク」2）という保育場面にお
けるソーシャルワーク概念も登場しているな
ど，各領域でソーシャルワークが独自の進化
を遂げている。このことは，ソーシャルワー
クが様々な場面で求められていると理解でき
るが，その一方で，領域ごとの細分化と曖昧
さを助長しているともいえよう。
そして，社会福祉実践というより大きな枠
組みで考えた時，その実践イメージは，果た
して「ソーシャルワーカー」「社会福祉士」
の活動といったものと完全に「＝（イコー
ル）」となるであろうか。例えば，「ケアワー
カー」「介護福祉士」「保育士」等の実践は社
会福祉実践ではないのであろうか。また，住
民・市民による地域福祉活動やNPO・ボラ
ンティア活動，社会運動なども社会福祉実践
として取り上げることが可能であるし，実際
にそれらの実践を研究対象としてきた歴史・
蓄積もある。その実践者も，資格や職業経
験，学問などに様々なバックグラウンドを持
つ人々であることが想定できる。そういう意
味では，あまりにも多様である個々の社会福

祉実践を，ひとまとまりの学問体系として捉
え，構築することは不可能に近い。

（ 3 ）社会福祉学教育の傾向
こうしたソーシャルワークの細分化，社会
福祉実践の多様性に裏付けられて，各大学に
おける社会福祉学教育が，現実的には「社会
福祉士養成課程」をカリキュラムのベースと
しながらも，様々な資格教育カリキュラムや
教育プログラムを並列的・複合的に構成・運
営されていることが多い。具体的な教育内容
は，学部，学科，コース（例えば社会福祉コー
スなど）という規模によっても異なる。また，
各大学における社会福祉学教育が，その大学
内において，どんな学問体系のなかに位置づ
けられているかによっても，その教育内容に
差異が生じるといえよう。それは社会福祉学
が，多様な学問から理論や方法を取り入れる
学際的な「応用科学」であるがゆえに，様々
な学問体系のなかの近接領域として位置づけ
られやすいという性質もあると考えられる。
日本における社会福祉学教育は，戦前にお
いては1918年，宗教大学（現在の大正大学）
に社会福祉事業室が設置されたことを筆頭
に，日本女子大学校（現在の日本女子大学）
に社会事業学科，同志社大学等に教育課程が
設置され，大学の講座としても，東京帝国大
学（現在の東京大学）文学部社会学教室，東
京女子大学社会学部，日本大学社会科で開講
もされていたが，本格的な社会福祉従事者の
養成が大学の中で行われてはいなかったとい
う（松本1993）。松本英孝（2002：15）によ
れば，戦後の社会福祉学教育が社会福祉従事
者養成のスタートであるとし，「関西では，
同志社大学，関西学院大学，社会事業短期大
学，大阪市立大学，大阪府立女子大学などに
社会福祉の従事者を養成するカリキュラムが
置かれ�（中略）�関東では，日本女子大
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学，立教大学，明治学院大学，大正大学，日
本社会事業短期大学などが社会福祉教育を始
めた」としている。
こうした社会福祉学教育のルーツを踏まえ
た上で，以下は，学問体系のなかでも社会福
祉学教育とリンクしやすい，1）生活科学型，
2）社会科学型， 3）医療・保健・看護型と
いう 3つの学問体系に類型化して，社会福祉
学教育の傾向を探っていく。

1）生活科学型
生活科学型は，いわゆる「家政学」を出
発点として学部，学科，コースが編成され
ることが多い。社会福祉学研究の第一人者
である岡村重夫が，大阪市立大学家政学部
に着任した際には「食物・栄養学」「被服・
住居学」「福祉・児童学」という 3学科体
制であったものを，岡村独自の社会福祉学
教育のカリキュラム編成案を提示し，「社
会福祉学科」として独立させている（松本
1993，松本2002）。多くの福祉系学部・学
科は，生活者の視点をベースとした生活科
学型に位置づけられると考える。
こうした生活科学型の社会福祉学教育で
は，社会福祉士養成カリキュラムだけの学
部・学科ではなく，精神保健福祉士養成カ
リキュラム，介護福祉士養成カリキュラム，
保育士養成カリキュラム等の様々な資格教
育プログラムを併設・運営することも多い
が，臨床心理学などの実践的な学問もコー
スの中に組み込む大学もある。
近年では，「生活科学」からより人間に
着目した「人間科学」という学問体系の中
で，社会福祉学教育が展開されることも増
えてきた。特に，教育学，子ども学，心理
学，社会福祉学という人間を対象とした隣
接領域で学部を編成している大学も存在す
るし，スポーツ・健康科学という分野を学

科もしくはコースとして併設している大学
もある。生活科学型にしても人間科学型に
しても，教育カリキュラムにおいては社会
福祉従事者養成を主軸として，資格志向の
学生に考慮する傾向があり，社会福祉士に
加えて他の資格取得を目指すことを想定し
た教育プログラムが展開できるように構
成・運営がなされている。

2）社会科学型
社会科学型は，いわゆる「社会学」を
出発点もしくはベースとして学部，学科，
コースが編成されることが多い。また，社
会福祉学研究は日本学術会議や科学研究費
の細目でも「社会学」の中の分野に位置づ
けられており，その研究分析方法としても
社会調査の手法を用いて研究することが多
い。
社会科学型の社会福祉学教育では，社会
福祉士や精神保健福祉士の養成カリキュラ
ムを主軸としながらも，福祉士養成とは別
コースを設定して，資格が絡まない国内外
のインターンシップやフィールドワーク，
サービスラーニングといった実学志向のプ
ログラムを展開している大学も増加してい
る。また，社会学をベースにしていること
から，社会調査士の教育プログラムを導入
している大学も存在する。
そのような意味で，社会科学型の社会福
祉学教育では，必ずしも社会福祉専門職養
成に特化するのではなく，研究的素養を身
につける教育プログラムや，フィールド
ワークやインターンシップ，サービスラー
ニング等の体験学習を通して，一人の市民
として教養的に福祉の学びを深めるプログ
ラム等が展開される傾向にある。
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3）医療・保健・看護型
近年，社会福祉学教育が医療・保健・看
護型に位置づけられるケースも増加してい
る。社会福祉実践においても医療・保健・
看護は隣接領域でもあるとともに，連携す
べき分野でもある。医療・保健・看護型に
おける社会福祉学教育では，看護師・保健
師養成や理学療法士・作業療法士養成等の
学科とともに，社会福祉士や精神保健福祉
士，介護福祉士養成等の社会福祉従事者養
成をベースとした学科が併設される場合が
多い。学部・学科の名称も保健福祉学や医
療福祉学，看護福祉学といった独自の学問
を構築し，カリキュラムにおいても医療・
保健・看護の知識を習得する授業も散見さ
れる。医療・保健・看護型の傾向も，生活
科学型同様に，資格志向の教育プログラム
を展開することが多い。
医療・保健・看護型の社会福祉学教育で
異質なのは，例えば，歯学部の歯科衛生士
の教育課程の 1つのコースとして，社会福
祉士養成カリキュラムを併設しているケー
スがあることだ。近年では，地域医療連携
における口腔ケアの重要性は多く指摘され
ているが（三浦・薄井2011），そこに社会
福祉士の機能を加えるという意味では，斬
新な教育プログラムであろう。この場合，
あくまで学問のアイデンティティは歯学や
口腔衛生学等であって，社会福祉学教育は
隣接領域の教育としての位置づけであると
いえるし，カリキュラムにおいても最低限
の社会福祉士指定科目を運営するのみに留
まる。

3 ．高校福祉科教育と大学における高校福祉
科教員養成

（ 1 ）高校福祉科教育とはなにか
1 ）高校福祉科の創設

高校福祉科が設置された経緯は，1985年
2 月理科教育及び産業教育審議会答申「高
等学校における今後の職業教育の在り方に
ついて」において，国民の多様な福祉ニー
ズと急速な高齢化の進展に対応して，福祉
科の設置が指摘されるようになった。この
答申を受けてまとめられた「福祉科につい
て−産業教育の改善に関する調査研究−」
（文部省1987）では，高校福祉科の設置に
関する具体的な提言を行っている。高校福
祉科の創設に貢献した大橋謙策は，当時の
高校福祉科の設置に至る背景について以下
のように述べている。
「その際に考えられたことは，高校『福
祉科』は高齢化に対応する福祉マンパワー
の問題もあったが，当時は直接的な福祉マ
ンパワー，とりわけ介護福祉人材の養成と
いうより，もう少し広く福祉人材養成のあ
り方を考えた上で，①専門的な職業人の養
成を目指すタイプ，②社会福祉への関心と
理解を深め，社会福祉関係の高等教育機関
への進学を目指すタイプ，③すべての高校
生に国民的教養として，かつ青年期にある
高校生の発達をより豊かに促すという意味
合いで，全ての高校生に福祉教育を展開す
るという 3つのタイプを考えた。」（大橋
2005：179）
しかし，1987年に「社会福祉士及び介護
福祉士法」が成立し，介護福祉士国家試験
受験資格取得ルートの一つとして，福祉系
高校ルートが位置づけられるようになった
（図表 2）。この位置づけをきっかけとし
て，高校福祉科の設置が活発になり（田村
2008），1990年代以降，高校に福祉科が次々
と設置されていった（伊藤・高橋1994）。

2）教科「福祉」の設置と改訂
1997年 5 月に，文部大臣から理科教育及
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出所：野村裕美（2014），p227

図表２　介護福祉士の資格取得方法

び産業教育審議会に対して「今後の専門学
校における教育の在り方等について」諮問
を受けて，1998年 7 月には，「産業界で必
要とされる知識や技術・技能の高度化等を
踏まえ，完成教育としての職業教育ではな
く，生涯学習の視点を踏まえた教育の在り
方等」（保住2005：240）について答申され，
教科「福祉」の設置が確定した。1999年 3
月29日には高等学校学習指導要領の全面的
改訂が告示され，2003年 4 月 1 日から教科
「福祉」の教員養成プログラムが段階的に
スタートした。教科「福祉」では，「社会
福祉に関する基礎的・基本的な知識と技術
を総合的，体験的に習得させ，社会福祉の
理念と意義を理解させるとともに，社会福
祉に関する諸課題を主体的に解決し，社会
福祉の増進に寄与する創造的能力と態度を
育てる」（文部科学省2009：6）ことを目標
として， 7つの科目で構成されていた（図
表 3改定前を参照）。
しかし，2007年「社会福祉士及び介護福
祉士法」が20年ぶりに改正され，社会福祉
士，介護福祉士ともに養成カリキュラムが
大幅に改訂された。高校福祉科における介
護福祉士養成については，①すべての者は

一定の教育プロセスを経て国家試験を受験
する形に一元化されること，②高校福祉科
には，「教員要件，実習施設，機器や模型，
時間割，実習計画等も含めた教育内容につ
いて，文科大臣・厚労大臣の指導監督に服
することとなり，養成施設校と同等の水準
を制度的に担保することになった」（田村
2008：16）こと，③教育カリキュラムも介
護の高度化に対応して教育時間数を1,820
時間（52単位）としたこと（ 5年間の時限
措置として1,190時間【34単位】プラス実務
経験 9ヶ月の特例ルートも認める），④「介
護」領域科目には介護福祉士資格と 5年の
実務経験，「ここらとからだのしくみ」と
いう新科目については医師，保健師，助産
師もしくは看護師の資格と 5年間の実務経
験を有する者が最低 1名ずつ配置される必
要が生じたこと，以上のような点で影響を
受けることとなった。
この法改正を受けて，2009年 3 月 9 日に
は新学習基本要領が告示され，科目構成に
ついても，改訂前の 7科目から新設科目を
含めた 9科目に再編成された（図表 3改訂
を参照）。
加藤聖子（2010：30）によれば，教科「福
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祉」の改訂は「今までの高校生に広く『福
祉』を学ばせるという視点が薄れ，『介護
のため』という視点のもと，理論と実践の
融合を目指し，科目にも『介護』という名
称が多く使われているのが特徴である」と
指摘している。また，滝本知加（2009b：
59）は，教科「福祉」が介護人材育成に特
化したカリキュラムであることを問題提起
したうえで，「高校での介護福祉職養成に
おいては，介護福祉職以外の福祉職養成の
視点は無く，また専門性の高い福祉専門職
に就こうとする者への，基礎的教育という
視点をもった福祉教育も存在していないと
いうことができよう」と暗に批判している。

3）多義的な高校福祉科の捉え方
高校福祉科の捉え方については，論者に
よってその内容は大きく異なり，非常に多
義的である。例えば，大橋謙策（2005：
179）は，高校福祉科について「広く国民
的教養として社会福祉の関心と理解を進め
る福祉教育とより高度な社会福祉教育との
間に存在し，3つのタイプの高校「福祉科」
が存在する」と述べている。 3つのタイプ

とは（図表 4），①介護福祉士養成教育（ケ
アワーク），②進路指導・職業指導として
の福祉教育，③すべての高校生への福祉教
育，である。大橋の分類は，介護福祉士養
成のみに限定しない高校福祉科教育課程を
想定することを示唆している。
一方で，高校福祉科を現実的なカリキュ
ラムやコース設定等で分類を試みているの
が，田村真広である。田村（2008：12）は，
高校福祉科について大きくわけて 3つに整
理している。学科やコース・系の編成，介
護福祉士や訪問介護員の養成，教科「福祉」
の科目を設置しての教育課程等，様々な要
素の組み合わせによって高校福祉科が存在
するといって良いだろう。
①　高等学校における福祉に関する「学
科」「コース・系」の名称を指して呼
ぶ場合（学科であれば，福祉科，福祉
教養科，社会福祉科，保健福祉科等を
指す。コースであれば，普通科福祉
コース，総合学科保健福祉系列など普
通科や総合学科に属するコース等を指
す。）

②　資格との関連で，介護福祉士国家試験

図表３　教科「福祉」の科目構成

改　訂 改訂前 備　考

社会福祉基礎 社会福祉基礎 整理統合

社会福祉制度

介護福祉基礎 基礎介護 名称変更

コミュニケーション技術 社会福祉援助技術 名称変更

生活支援技術 新設

介護過程 新設

介護総合演習 社会福祉演習 名称変更

介護実習 社会福祉実習 名称変更

こころとからだの理解 新設

福祉情報活用 福祉情報処理 名称変更

出所：文部科学省（2010），p7
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受験資格を与えられる高等学校のこと
を呼ぶ場合（最も狭義の定義。訪問介
護員養成研修事業を1995年度以降受託
するようになった高校を高校福祉科と
呼ぶこともある。）

③　2003年度より新設された教科「福祉」
の科目を設置している高等学校のこと
を呼ぶ場合（教科「福祉」の 1科目以
上を設置することで教育課程に特色を
出し，資格を付与しなくても継続的な
キャリア形成を目指す高校の場合は，
最も広義の定義になる。）

（ 2 ）大学における高校福祉科教員養成の概要
と問題点
高校福祉科の教員については，社会福祉士
養成課程を有した福祉系の学部・学科が設置
されている大学で養成されている。科目の構
成としては，「教職に関する科目」と「福祉
科の教科に関する科目」に分かれることにな
る。
「教職に関する科目」は，教員免許を取得
するうえでの基盤となるものであり，①教職
の意義に関する科目，②教育の基礎理論に関

する科目，③教育課程及び指導法に関する科
目，④生徒指導・教育相談及び進路指導等に
関する科目，⑤教育実習，⑥教育実践実習，
の 6領域で対応する開設授業科目を履修す
る。高校福祉科の教授法を学ぶ「福祉科指導
法」「福祉科教育法」と呼ばれる科目は，「教
育課程及び指導法に関する科目」に該当する。
「福祉科の教科に関する科目」は，①社会
福祉学（職業指導を含む。），②高齢者福祉・
児童福祉及び障害者福祉，③社会福祉援助技
術，④介護理論及び介護技術，⑤社会福祉総
合実習（社会福祉援助実習及び社会福祉施設
等における介護実習を含む），⑥人体構造及
び日常生活行動に関する理解，⑦加齢及び障
害に関する理解，の 7領域で計20単位以上の
取得が求められている。図表 5は，社会福祉
士養成課程と高校福祉科教員養成課程を置く
A大学における「福祉科の教科に関する科目」
の一覧3）である。概ね，社会福祉士の養成に
おいて開講されている科目を「福祉科の教科
に関する科目」として対応させていることが
理解できる。
実際の教科「福祉」免許を取得するために
必要な必修単位数については，各大学によっ
ても運営が異なる。日本総合研究所（2013）
の調査研究によれば，教職課程において必
要な単位取得数が89単位という大学もあれ
ば，必要な単位取得数が36単位という大学も
あるなど，その福祉系学部・学科が教科「福
祉」免許の教育カリキュラムをどのように位
置づけているによっても異なってくるといえ
よう。大学によっては，社会福祉士養成だけ
ではなく，介護福祉士や精神保健福祉士養成
カリキュラムの有無が，教科「福祉」免許の
教育カリキュラムに与える影響も大きい。例
えば，「社会福祉総合実習（社会福祉援助実
習及び社会福祉施設等における介護実習を含
む）」は，社会福祉士における相談援助実習

出所：大橋謙策（2005），p179

図表 4 　福祉教育の構造と高校福祉科の位置
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や実習指導，相談援助演習等の科目を対応さ
せることが多いが，大学によっては，介護福
祉士の実習科目も対応科目に含める場合や，
社会福祉士の実習・演習科目だけではなく，
精神保健福祉士における援助実習や実習指
導，援助演習も対応科目として含めるケース
も存在している（日本総合研究所2013）。ま
た，「社会福祉総合実習」の読み替え科目と
して「相談援助実習」を対応させた場合，養
成校によっては，介護体験を見越して，配属
される実習先を，障害者入所施設や特別養護
老人ホーム，老人保健施設等に限定させてし

まうケースも生じている。それは学生からす
れば，「相談援助実習」において児童養護施
設や社会福祉協議会等に行きたいと考えても
実現できないということになるし，高校福祉
科教員の経験値としても，子どもとの関わり
や地域との関わりは，福祉教育そのものを考
えるうえで非常に有意義な体験となる可能性
を秘めている。つまり，「相談援助実習」の
内容を介護体験が出来る実習先に限定してし
まうのは，逆に学生自身の可能性を狭めるこ
とにもつながり，それは社会福祉士養成，高
校福祉科教員養成の双方において有益ではな

図表 5 　A大学における「福祉科の教科に関する科目」

免許法施行規則に定める科目区分 授業科目 単位 教職免許 社会福祉士

社会福祉学（職業指導を含む。） 社会保障論 4 必修 必修
社会福祉概論⑴ 2 選択必修 必修
社会福祉概論⑵ 2 選択必修 必修
公的扶助論 2 選択必修 必修
地域福祉論⑴ 2 選択必修 必修
地域福祉論⑵ 2 選択必修 必修
居住福祉論 2 選択必修
欧米の社会福祉 2 選択必修
キリスト教社会福祉 2 選択必修
比較福祉国家論 2 選択必修

高齢者福祉，児童福祉及び障害者福祉 老人福祉論 2 必修 必修
児童福祉論 2 必修 必修
障害者福祉論 2 必修 必修

社会福祉援助技術 社会福祉援助技術論⑴ 2 必修 必修
社会福祉援助技術論⑵ 2 選択必修 必修

介護理論及び介護技術 介護福祉論 2 必修 必修
「社会福祉総合実習（社会福祉援助実習
及び社会福祉施設等における介護実習を
含む）」

相談援助実習 4 必修 必修
相談援助実習指導⑴ 2 必修 必修
相談援助実習指導⑵ 2 必修 必修
相談援助実習指導⑶ 2 必修 必修
相談援助実習指導⑷ 2 必修 必修

人体構造及び日常生活行動に関する理解 医学概論 2 必修 必修
加齢及び障害に関する理解 リハビリテーション論 2 必修
出所：A大学「2015履修要覧」を元に筆者作成
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い状況も生じてきている。

4 ．高校福祉科教員養成の課題
（ 1 ）大学における高校福祉科教員養成と求

められる教育内容とのギャップ
「福祉科の教科に関する科目」は，社会福
祉士養成を前提に開講された科目で対応させ
ており，教科「福祉」免許取得にあたって
も，多くの部分で社会福祉士指定科目と読み
替えせざるを得ない。しかし，先述してきた
ように，改訂された教科「福祉」の教育内容
は，介護福祉人材の養成教育であり，ケア
ワーカーの専門的視点にシフトしてきてい
る。2007年の「社会福祉士法及び介護福祉士
法」の改正により，それぞれの資格がより専
門分化する傾向にあるなかで，高校福祉科教
員養成は，両資格養成教育の狭間で揺らぎ，
求められる教育内容とのギャップ（不一致）
が生じているとの指摘もある（滝本2009a）。
現実的な実態を直視すれば，日本総合研究
所（2013）の調査において，教員一種免許「福
祉」を有しかつ介護福祉士の資格を取得して
いる割合は，全体の 2割（18.0%）にも満た
ないことが明らかになっている。介護福祉士
の資格を有することは，高校福祉科における
介護人材養成をするうえでの質的保障や安心
にもつながると考えられる。しかし，介護福
祉士を養成している 4年生大学は全国でも
56 ヶ所程度しか存在せず4），それら大学のな
かには高校福祉科教員の養成自体を行ってい
ない大学も存在する。
もし，高校福祉科の教育実態を「介護人材
の養成」と捉え，これからの高校福祉科教員
養成を考えるのであれば，例えば，介護福祉
士を養成している 4年生大学において高校福
祉科教員を養成するといった，抜本的な制度
改革の方向性も考えなくてはならない。

（ 2 ）各大学における社会福祉学教育の方向
性を見据えた高校福祉科教員養成のビ
ジョン
もう一方では，先述したように高校福祉科
教育は多義的であるがゆえに，必ずしも介護
福祉士等の資格取得を主目的とはしない「福
祉キャリア系高校」（田村2013：256）の方向
性に進んでいる現象があるのも事実である。
矢幅清司（2009：13）が，高校福祉科の今
後の展開としては，①介護福祉士等の資格を
取得する福祉科（福祉人材養成を目的），②
資格取得をしない福祉科（福祉マインドの養
成と福祉関連領域への進学等を目的）に二
極化していくことを指摘しているが，「福祉
キャリア系高校」はまさしく後者に位置づけ
られよう。田村（2013：256）によれば，福
祉キャリア系高校には，「普通教育（教養・
市民教育）と専門教育（高度先端知識・技術
の教育）との調和が図られるととともに，生
徒の進学と就職の多様なニーズに応え，後進
への継承や地元への人材供給によって地域福
祉の発展に寄与すること」が期待できるとい
う。
社会福祉学教育について概観し理解できる
のは，社会福祉士養成の教育プログラムを主
軸としながらも，ソーシャルワークの細分化
や社会福祉実践の多様性に裏付けられるよう
に，様々な教育プログラムが展開されている
ことであった。そして，どのような学問体系
のなかで位置付けられているか（①生活科学
型，②社会科学型，③医療・保健・看護型）
によっても，その教育内容に差異が生じてい
ることでもあった。その差異は，各大学にお
ける（伝統やアイデンティティも包含され
た）社会福祉学教育の独自性や特色であり，
方向性である。
そのような意味で，高校福祉科自体の二極
化が進んでいるのであれば，高校福祉科の人
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材養成をする各大学が，自身の社会福祉学教
育の独自性や特色，方向性を見据えながら，
どのような高校福祉科教員を養成したいの
か。もっと踏み込んで言えば，介護人材を養
成するための高校福祉科教員を養成したいの
か，福祉キャリア系高校のような幅広い福祉
教育により福祉マインドを育むことができる
高校福祉科教員を養成したいのかという選択
において，高校福祉科教員養成をどのような
方向性で進めていくのか。高校福祉科教員を
養成している各大学の社会福祉学教育には，
そのビジョンが問われているといえるだろ
う。

注
1 ）2014年にNHKで放送された「サイレント・プ
ア」では，社会福祉協議会のコミュニティソー
シャルワーカーをモチーフにしているほか，同
年に同局で放送された「プロフェッショナル仕
事の流儀」でも，コミュニティソーシャルワー
カーが取り上げられている。
2）保育ソーシャルワークに関しては，日本保育
ソーシャルワーク学会が設立されている他，近
年では，保育ソーシャルワークに関する様々な
書物が出版されている。
3）表の枠組みや内容については，滝本（2009a:71）
を参考に作成した。
4）筆者が，日本介護福祉士養成施設協会ホーム
ページにおいて公表されている各 4年制養成施
設（大学）を参照し，各大学のホームページに
アクセスして「取得できる資格」や「介護福祉
士養成カリキュラム」等を調べた結果による。
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